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   本研究は、小中学校で主に音楽科の指導に当たって
いる５名の教員で取り組んだ。
   ５名は「木管五重奏」の構成楽器である「オーボエ
（宮澤）」「フルート（佐藤）」「クラリネット（立花）」「ホ
ルン（大須賀）」「ファゴット（柳田）」の演奏技術を
これまでに学んできた。また、現在でも様々な機会を
得て演奏活動を行っている。それぞれ、指導している
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児童生徒に自分の楽器の演奏を聴かせるなどの経験は
あるが、アンサンブルによる教材化は初めて行った。
こうした教材開発や実践経験をとおして音楽科の教員
としての職能成長のための研修にしたいと考えた。そ
のため、楽曲分析、編曲、演奏方法についての討議、
実際の演奏、教材化のための録画や録音、指導案作成、
教材作成、実践等を共同して行った。
⑵題材の指導構想
　本題材の指導構想は表２として次に示した「音楽科
学習指導案（基本案）」による。実際に実践にあたっ
ては、各授業者が指導する生徒(児童)の実態に応じて
適宜改編した。
⑶研究実践
　研究実践は以下の５事例を行った。
事例①　H28.5.27　宮澤による実践
　　　　（中学校２年生４名）
事例②　H28.6.7　 柳田による実践
　　　　（中学校２年生43名）
事例③　H28.6.15　大須賀による実践
　　　　（中学校２年生39名）
事例④　H28.11.30　立花による実践
　　　　（小学校６年生34名）
事例⑤　H28.11.16 研究協力者による実践
　　　　（中学校２年生34名）
表２
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⑷作成した教材について
　表３は作成した教材（パワーポイントにより作成）
を示したものである。
表３　（丸数字はスライド番号を示す。）
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３．実践研究のまとめ
⑴実践の成果と特徴
事例①へき地小規模校少人数学級の学習を活性化する
（宮澤による実践）
　へき地小規模校の少人数学級の生徒にとって本実践
は大変有意義であった。中学校鑑賞教材の中には、オー
ケストラの素晴らしい響きを感じられる曲がたくさん
あるが、楽器一つ一つに直接的に触れたり聴いたりす
る機会がほとんどないへき地校の生徒にとっては、重
なり合う音を聞き分けるのは大変難しいことであり、
十分に理解を深めることがなかなかできなかった。こ
の実践では、生徒は５つの木管楽器の音をそれぞれ聴
き、色などに例えながら特徴を発表し合うことができ
た。視覚的な要素も含めてじっくり聴く機会を設けた
ことで、色のイメージだけでなく、「ファゴットはお
じいさんぽい音がする」などと、音色を人に例えた性
格や人物背景を想像することができた生徒がみられ
た。本実践でそれぞれの楽器の音色をじっくり聴く活
動を入れたことは、生徒の学習への期待感を膨らませ、
楽器それぞれの役割への気付きを豊かにできた。旋律
を演奏する楽器と旋律を支える楽器に着目する活動で
は、旋律の中にも独奏と重奏があることを見出し、そ
れぞれの重なりによって雰囲気が変わることに気付く
ことができた。さらに、リコーダーアンサンブルでは、
低音パートを全員で演奏し、声部の役割に注目して表
現することができた。
　この授業後、ベートーヴェンの「交響曲第５番ハ短
調」の鑑賞をした際には、同じ動機が一回目はホルン
で、二回目はファゴットに変わって繰り返し演奏され
ていることに気付くことができた。また、これまでは
音色が目立つ金管楽器について書くことが多かった鑑
賞文の中に木管楽器の響きにも着目した記述がみられ
るなど生徒の鑑賞能力の向上につながった。
事例②授業者自らの演奏により生徒の意欲を高める
（柳田による実践）
　今回の実践では、授業者が自ら演奏した鑑賞教材を
もとに授業を行った。そのことにより生徒の音楽科学
習への興味・関心を高める点で効果があった。木管五
重奏のよさや特徴は多様であり学習には好適である
が、適当な教材が見当たらない中で、今回行った教材
化の価値は高いと考える。拍や速度や強弱の変化の少
なく、聴き慣れない人には各楽器の音色の区別が難し
いハイドンの作品でも、実践の中では生徒たちはそれ
ぞれの楽器の音色を聴き分けて、その役割に気付いた
り、重奏になった時の音の厚みやあたたかさを感じ
取ったりできていた。
　また、生徒達は受動的に聴く活動だけでは満足せず、
自分たちも演奏してみたいという気持ちを強くもち、
リコーダーアンサンブルの活動にも意欲的に取り組ん
だ。この点は授業者の事前の予想を超えていた。それ
ぞれの楽器の良さや役割を理解し、音が重なった時の
響きを味わったり、体験したりしたことで、今後の鑑
賞においても多様な観点で音楽を聴き、味わい、今ま
でより多くのことを感じ取ることにつながると考え
る。
　教材開発は多くの手間と時間がかかるが、その反面
で授業者が伝えたい思いが明確になり、楽曲の良さを
授業の中でより直接的に伝えることができることが明
らかになった。
事例③リコーダーによる表現と合わせてアンサンブル
の理解を深める（大須賀による実践）
　第１時では、木管楽器の音色に生徒がよく耳を澄ま
せていた。特にオーボエやファゴットは、はじめて見
たり聴いたりする生徒も多かったが、逆に関心を高め
ることになった。楽器の音色の特徴や感じをつかむ際
に、「色」でイメージすることは、文章化するのに比
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べて、生徒が感じ取ったものを自分なりに表現する方
法として有効であった。まとめの際に、「一つ一つの
楽器の美しい音色が聴こえるとともに、楽器が重なっ
たときに響きがより豊かになっている」ことには多く
の生徒が気づけた。各楽器の音色を知覚した上で、ア
ンサンブル全体の響きにも耳を傾けるという授業の構
成が効果的であった。今後は、リードやマウスピース
等の発音原理にふれて実演や説明等を行い、楽器の特
徴をより明確につかませたい。
　第２時では、独奏と重奏、旋律と和声の役割の違い
に焦点をあてたことから、「旋律パートは１つ１つの
音が目立っている、和声パートは周りに響き渡って、
音の動きが少ない」といった気づきが生まれた。鑑賞
と表現の一体化のためにリコーダーで曲の一部分を実
際に演奏したのが有効にはたらいた。本実践の半月後
に実施された群馬交響楽団による移動音楽教室の事前
アンケートではどんな事に注目して聴きたいかという
項目について、「各楽器がどんな音なのか聴きたい、
オーケストラはどんな響きがするのか注目したい」な
どと『響き』に意識を向けている生徒がみられた。鑑
賞後の感想も「とても豊かな響きがした、迫力があっ
た」と多くの生徒が意欲的な回答をしていた。
事例④小学校児童への効果検証及び教材開発の他教員
への影響（立花による実践）
　今回開発した教材は「音色」の違いを音だけでなく
視覚的にもとらえることができ、小学校高学年の音楽
科の授業で活用できるのではないかと考え、実際に６
年生での効果検証を行った。楽曲の構造や音楽的要素
の理解にこだわらず、児童が目的意識をもって聴く活
動で得られる学習効果を重視した。指導にあたっては、
児童が「今何に注目して聴けばよいのか」をより明確
に把握して「音色」の違いや特徴を感じ取れるよう、「演
奏している姿から音の高さや太さを想像すること」「実
際に楽器の音を聴いた感想を持つこと」等を活動の中
心にした。それぞれ特徴ある楽器が組み合わさって一
つの音楽がつくられていることに気付かせ、音楽を聴
く力を伸ばそうと考えた。
　児童は「楽器同士のかかわりに気をつけ、曲の構成
や特徴に気付きながら聴く」という目標に対して、個々
の聴き取りを積極的に表現しようとしていた。楽器の
旋律、音色、音の重なりなど音楽を特徴付けている要
素についてもある程度気づくことができた。さらに、
楽器の形状や大きさなどの視覚的な面にも着目してい
た。教材に動画を用いたことの効果が窺えた。
　今回の教材開発に対しては、授業を参観した小学校
教員が高い関心を示した。小学校で他教科を専門とす
る教員も、教材開発の重要さを認識し、参観を通して
「楽曲の構成などの理解が深まり、音楽科に対する認
識が高くなった」という感想をもった者もいた。今後
は中学生用教材の小学校で活用をとおして小中学校間
の系統性や指導の連続性についての検討を深めていき
たい。
事例⑤研究協力者による追試
（Ｔ市立Ｔ中学校Ａ教諭による実践）
　本実践において開発した自作教材が中学校音楽科の
指導に当たって汎用的効果を有するかを客観的に検証
するために研究協力者による追試を行った。実践にあ
たってはＴ市立Ｔ中学校の２年生１学級を対象に中学
校音楽科の教員として優れた力量を有するベテランの
Ａ教諭の協力を得て実施した。
　Ａ教諭が指導している生徒の実態に応じて指導計画
を再構成し、リコーダーの活動をカットして１単位時
間で行った。指導の有効性の効果検証のために、Ａ教
諭が作成した生徒の気づきを書き込むワークシートを
活用した。
　教材を活用して演奏をそれぞれ３回聴くようにし、
第１回目の後には各楽器の音色や特徴について生徒か
ら感じたことや気づいたことを発表させ、第２回目の
後に独奏・重奏の違いや旋律パート・伴奏パートの違
いについて生徒が聴き取ったことを発表させ、第３回
目の後にまとめの感想をワークシートに書き込ませる
学習過程で行った。
　第１回目に楽曲を聴いた後では、「柔らかく優しい」
「それぞれの楽器の音がきれい」「まとまりがあるが似
た様な感じ」といった感想が数名の生徒から発表され
ただけであったが、各楽器のパートごとの演奏をそれ
ぞれ聴くという分析的な聴き方をした後には多くの感
想が発表され、第２回目に演奏を聴いたあとでは「そ
れぞれの楽器の特徴が役割に生かされている」「それ
ぞれの楽器が主張し合っているがしっかり重なってい
る」「楽器同士がけんかしないで絶妙にマッチしてお
互いを引き立て合っている」など、明らかに質の高い
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発言が見られた。また、音の重なりや各声部の役割を
分析した後の第3回目の演奏を聴いた後の書き込みで
は「独奏に比べて重奏では同じ楽器の音が違って聴こ
える」「伴奏があることでより音楽が膨らむ」「明るく
華やかな旋律と力強く深みがある伴奏が厚みを出して
いる」など、楽曲の本質に迫るものがみられた。
　全員の生徒の集中力が途切れることなく鑑賞力のレ
ベルアップと中学生の聴く力の鋭さが見取れた。
⑵まとめ
　今回の教材開発では、５名ともそれぞれの担当する
楽器の音色の特徴や印象や重ねた時の響きの変化を再
認識できたが、これは音楽科の教員にとって自ら演奏
する活動の重要性を示している。実際の指導において
児童生徒の気付きや思考の流れがどのように展開する
かをイメージするためには非常に有効な方法である。
　また、児童生徒が「それぞれの楽器の音色や役割の
良さを知りたい」、「木管五重奏の特徴を聴き取りた
い」、「音を重ねると響きはどう変化するかを聴き取り
たい」など興味や関心を高めるように意識して教材の
検討を行ったことも授業に有益に機能したと考える。
　それぞれの行った授業記録をみると、児童生徒が大
変意欲的に授業に臨み、自分なりの考えや感じ方を学
習プリントに書き込んでいる姿がうかがえた。もとも
と音楽に興味や関心が高い児童生徒ばかりでなく、演
奏者が身近な人であるということに興味をもった児童
生徒もおり、鑑賞の活動の中で能動的な学習態度が高
まった点は教材開発を教員自身が行うことの意義を示
している。
　最近では、生徒が疑問に感じたことをもとにした「〜
はどのようにしたらよいのか」などの問いのある「め
あて」の重要性が指摘されているが、本題材は中学校
音楽科におけるそうした問題解決型学習を促すための
一つの方策になると考える。
　以上のように、今回の教材開発(構想及び作成)と実
践及び結果分析は、中学校音楽科の授業改善、児童生
徒への指導効果、授業者の授業力向上に深くつながる
ことが明らかにできた。今後もさらに効果的な教材の
開発に努めていきたい。
　本実践研究を行うにあたり協力していただいた各学
校の学校長はじめ先生方や関係者の皆様に深く感謝し
たい。
　なお、本研究は群馬大学大学院教育学研究科「長期
研修院」の活動の一環として行ったことを付記する。
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